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校区のまちづくり  その3

「いきいき」でつながる

住民同士が見守りあって
心の絆をつくる	渡

鹿
練
兵
場
跡
地
は
荒
れ
放
題
で
、

周
囲
は
畑
ば
か
り
。
そ
ん
な
中
、
新

し
い
小
学
校
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ

た
地
域
の
人
た
ち
は
、
ス
コ
ッ
プ
や

ク
ワ
を
持
ち
寄
っ
て
、
校
庭
や
運
動

場
を
整
備
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う

し
て
戦
後
、
熊
本
市
新
設
小
学
校
第

１
号
と
な
る
託
麻
原
小
学
校
が
生
ま

れ
た
の
で
す
。
当
時
の
こ
と
を
知
る

託
麻
原
校
区
自
治
協
議
会
の
林
田
國

夫
会
長
は
「
陸
稲
や
カ
ラ
イ
モ
、
ラ

ミ
ー
（
麻
）
の
畑
や
ク
リ
林
に
囲
ま

れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
渡
鹿
通
り
の

北
側
に
は
農
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、

住
宅
が
本
格
的
に
建
ち
始
め
た
の
は

戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
す
」
と
言
い

ま
す
。

　

現
在
で
は
熊
本
市
内
の
小
学
校
区

で
最
大
規
模
の
世
帯
・
人
口
を
抱
え

る
託
麻
原
校
区
。
そ
の
発
展
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
が
、
熊
本
市
中
心

地
か
ら
渡
鹿
地
区
を
経
由
し
て
郊
外

へ
と
延
び
る
道
路
の
建
設
で
し
た
。

沿
線
に
は
数
多
く
の
店
舗
や
事
業
所

が
並
び
、
人
口
は
急
増
し
ま
し
た
。

　

校
区
の
北
端
に
あ
る
「
渡と
ろ
く
ぜ
き

鹿
堰
」

は
白
川
水
系
最
大
の
堰
で
、
慶

長
11
年
～
13
年
（
１
６
０
６
～

１
６
０
８
）
頃
、
加
藤
清
正
に
よ
り

築
造
さ
れ
ま
し
た
。
渡
鹿
堰
で
せ
き

止
め
ら
れ
た
白
川
の
水
は
、
樋
門
を

通
じ
て
大
井
手
に
引
き
入
れ
ら
れ
、

現
在
も
熊
本
平
野
を
潤
し
て
い
ま
す
。

健
康
と
福
祉
を
支
え
る

二
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

そ
ん
な
託
麻
原
校
区
は
、

中
心
街
に
隣
接

し
た
利
便
性
の
よ
い
地
域
と
し
て
、

早
く
か
ら
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
設
が
進
み
ま
し
た
。
馴
染
み
の

な
い
土
地
で
子
育
て
を
す
る
核
家
族

を
支
え
よ
う
と
、
市
内
で
も
い
ち
早

く
、
平
成
６
年
か
ら
「
校
区
住
民
が

健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
」
事
業
の
１
つ
と
し
て
「
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、
保
健
師
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
、
校
区
の
４
つ
の
保

育
園
な
ど
が
協
力
し
あ
っ
て
、
乳
幼

児
を
持
つ
親
を
対
象
と
し
た
「
子
育

て
の
集
い
」
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活

動
を
実
施
し
た
り
、
校
区
版
子
育
て

マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

平成 24 年 11 月に開催された認知症支援フォーラムでは、劇を通じて対応方法
などを伝えた

託
た く ま ば る
麻原校区

渡
鹿
練
兵
場
跡
地
に

誕
生
し
た
校
区

託
麻
原
小
学
校
の
誕
生

は
昭
和
29
年
４

月
。
渡
鹿
練
兵
場
跡
地
に
小
学
校
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
行
政
だ

け
で
な
く
校
区
の
人
た
ち
が
一
体
に

な
っ
て
、
建
設
に
協
力
し
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
数
年
し
か
経
っ
て
い
な
い

託麻原校区の中央を走る豊肥線。
産業道路、水前寺駅通りなど、住
宅街の中を幹線道路も通る

平成 25 年 3 月に開催された徘徊模擬訓
練。住民が徘徊する高齢者等の役にな
り、路上で の声掛けや誘導を体験した


